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1, , 22n 
気候モデルのデータセット: CMIP3 （第3次結合モデル相互比較プログラム）の25種より22種を選択 
二酸化炭素排出シナリオ 
(SRES) A1B による 
「高成長社会シナリオ」 
Special Report on Emission Scenarios, IPCC報告書, 気候変動に関する政府間パネル  
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 分散は時刻 t に依存しないとする 
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低い 人口増加のもとでの高度経済成長シナリオ（IPCC SRES A1b排出シナリオ） 
